








































































































































































































































単数複数 両数 単数複数 両数
主格'c ”e "減 少〃gg g就
対格”e 〃S 迦犯C " "" j犯c
属格”2〃 〃γe邸〃Ceγ ""goz"〃伽“所
与格〃'2 〃S 迦肥C 此 2oz〃 j〃c
第三人称
男性(単） 中性(単） 女性(単）全性(複）
主格 〃§ 〃メ "eo 伽e
対格 伽"e 〃〃 伽e 伽e
属格 〃s M8 〃〃e んかα>"eo所α
与格 〃"z Mm 〃γe 〃"m(>"eom)
第二人称について言えば，〈単数＞”→＃肋"；〃→肋“；〆"→＃〃〃又は物：〈複
数>95→ツe;eO"→yO"N5;gO@"〃→ヅ0”である。
第三人称について言えば，〈単数・男性>〃→"e;"s-ｼ〃s;""z→〃"Zは問題ないと
して，〃”→〃”はどうか？これは〃"eが廃用に帰し，〃"z(与格形）がそれに代っ
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た。つまり〃"gは廃語となった。〈単数・中性>""→〃は〃が落ちたものN6。〃s→
"sはどうか？17世紀に入ってから〃sが駆逐され新たにできた〃s形がとって代った。
〃sは男性形としては生き延びているが中性形としては廃用となった。〃”→〃はどう
か？これは〃"、が廃れて（と言っても男性形としては生き続けている),主・対格形の
(")〃が代ったもの。
[N1)BrookのAHjsfoノヅQff"E.L.125頁参照。
(N2)対格には力fec形もあったがOEだけで廃れた。
[N3)対格には両沈形もあった。
[N4)BrookのAHisわびQff"E.L､125頁参照。
(N5)roz《ﾉがyO"形に移る経過については，例えばSweetのNEG91067以下及びBrook
の前掲書の訳書（最上）「英語の歴史」（第6章）〔福岡大学文理論叢10巻1号71頁欄外
註1及び同92頁欄外補註2〕参照。
(N6)BrookのAHjsforyq//〃E.L.126～7頁参照。
－
§20.HEO,HIE,HEORA－代名詞(3)
〈単数・女性＞〃o→s舵はどうか？〃oが廃用に帰しs〃（指示代名詞s即の系
統N')がそれに代った。〃e→〃γはどうか？〃eが廃用に帰し，与格形〃γg系統の
"eγが代った。
〈複数>"e(主格）→肋即はどうか？これは10世紀の頃Northerndialectで〃e
が廃れて指示代名詞〃が代ったことにはじまる。1200年頃になると’αの代りにその
Scandinaviancognateたる比γが入って来た。この傾向は漸次南下し1300年代におい
ては全Midlanddialectでオルayが用いられるようになった｡"e(対格）→＃加加はど
うか？対格〃eは既に10世紀の頃与格形の〃"@,""zにとって代られるようになった。
その後〃”,〃"、がScandinabian系の指示代名詞＃〃j"z,"""にとって代られた。
肋“”,肋即”の弱形として発達したか或はOE指示代名詞′髭獅の生き残りとしてか
遂にメ加勿に移りかわるに至るN2。〃γα＞〃oγα→肋e〃においては，〃“γαが廃用にな
ってScandinavian系統の属格が代ったものと考えられる。
(NDsroが如何なる経過でs"gに移って行ったかについては例えばSweetのⅣEG&1068
とか，河合茂「英文法概論」184－5頁など，或はまたBrookのAHjsfory"幼eE.
L.127頁及びその訳書（最上）の該当箇所の脚註等参照。
(N2)Brookの前掲書127-8頁及び河合茂「英文法概論」193-4頁,Morris:HisfO伽α1
O""esqfaag"s"A"j〃zce9176など参照。
§21．両数一代名詞(4)
OEにおいては「第一人称と第二人称では両数(dual)の形態が独立して存在してい
た。これは二人言及される場合に用いられた。これが用いられたのは初期中英語まででそ
れ以降は見当らない」とBrookが述べている通りN11両数形は廃語となった。
[NDAHisforyqff〃g助g"s〃L""g""gel25頁。
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§22．廃語人称代名詞が出る文例
以上§19から§21までに見られた如く，人称代名詞で廃語となったものは両数の
〈第一人称>"",""c(対，与格),〃"c",<第二人称>g","c(対，与格),"c〃の外；
<第三人称・単数>""e,"s(中性・属格),""z(中性・与格),"o,"e(女性･対格);
<第三人称・複数>"e(主・対格),〃〃α＞舵oγα,〃”などであった。
それぞれが用いられている例を挙げる。
Beo""〃の例:acwitonnihtsculonsecgeofersittan6""es〃〃γ"ｼα”
"o"@Mes"oγα伽オ加伽g〃-""@e683-4行。
Beo""〃の例:wituncwiahron-fixaswerianl)5hton九γαgaj"s〃〃g加加Jg-
方s""e"o"g〃んdafe"α〃s540-1行(uncはacc.)
T〃W〃な'sL"we"の例:l)記thyt5dZldenunc肋α＃幼ay"噌〃s"αγαje
"s#"012行(uncはdat.)
Beoz""〃の例:hwylcorleg-hwiluncerGrendleswear6onaamwange"加＃
"""""@eqfs""gg/e""ose6g#z"ee""s""dG''e"deJo〃肋e宛e"2002-3行
T〃H"sbLz"d'sllfess@zgeの例:1ﾌegitonZrdagumoftgesprZcon
"ooirg〃αgl'eed"o〃"んγ”eγα〃s54行
T〃H"s伽""'sMess"ggの例:l)onneincgeunnealwaldendGod
a"fzig"Gods伽"〃gγα郷yo"60M32行(incはdat.）
”〃c"yo"
－
ｵ"α”オ"“
r〃H"sM"d'sMなSSg"eの例:OferealdgebgotincertwggaA加"〃〃んγ”gγ
"oz(Js6""ee"yo〃ん肋49行
T"e艶α"''eγの例:tohwonhineDryhtenged6nwille#Oz"〃α〃〃Zoγα”の
"js〃＃o""g""z43行
Beoz""〃の例:batunswI6orl)onnehis6Iodcyningl)earfehfefdec"〃esss"o"gly
＃〃〃肋e""gqf＃加力gOpZe〃αd"eedqf"2578-9行
Beo""〃の例:sc6phimHeortnamangα"e〃j〃"""@eqfHeo"78行
Beo""〃の例:HEoレヨfZh6ewr&cS"e""s""e"gedｵ〃ん"α1333行
Mtz"w@s〃の例:1〕柔thIemanbeagumgebycgeso＃〃#o"e"z"y"y〃γ
""んγ伽9s.45行[D""o"dl78頁〕
Beo""〃の例:sy6ﾚanhIel,記sl36anlastscEawodon""〃娩印ノ00舵αα＃肋e
〃αc〃"ﾒ〃んel32行
Beo""〃の例:hiewyrdforswEoponGrendlesgryre ルオe加ss""＃肋e”
α"〃j泌加γγ"qfG''e"deJ477-8行
Beoz""〃の例:washirablZdscacen"e"gﾉoか加α"ssedll24行
Beoz""〃の例：し鐙thIeheorawinedrihtenselfnegesawon ＃"αメ娩砂s肋"〃
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seeMe〃〃αγノ""""@se"1604-5行
Moz""〃の例:1〕錘sしehimyrladeEa6ewurdon九γ＃〃2加＃舵"z#""""e-
－
力α肋s〃αd"elzezsy228行
く注意＞文例引用の場合，15－6行[Sz"eefR､112頁〕
112頁の15行及び16行から引用したという意味である。
とあるのは,S""f'sん噌舩S"z"@Re"""
同様に，188行(Wyaが6頁〕とあるのは，
－－
A､J・Wyatt:A'@A'@gJo-S@zozRe"伽γ6頁の188行から引用したということである。30-1行
(Foz"〃13頁〕とあるのは,R・Fowler:O脇勵@g"s"P"ose"f@dV"sel3頁の30行及び31行から引
用したということである。45行〔〃α"iof@dl78頁〕とあるのは,R、E、Ⅸamond:O〃勵噌"S〃．
Gγα""""'""R""j"178頁の45行から引用したということを示す。
(A-SD)
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